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表 紙

　1 月12日（日）、グリンデルホールで
成人式が開催されました。
　この日は新成人149人のうち、119名が出席。
　真新しいスーツやあでやかな振袖に身を包
んだ新成人は、社会人としての自覚を新たに
していました。
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夢と志に向かって
　　　　　大きくはばたけ新成人
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確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
役
場
税
務
課　

３
４
―
０
９
６
１

姫
路
税
務
署　

０
７
９
―
２
８
２
―
１
１
３
５

所
得
税
・
町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
申
告
は
期
限
内
に

◆�

平
成
25
年
中
に
営
業
・
農
業
・

不
動
産
・
配
当
・
報
酬
・
土
地
、

建
物
の
譲
渡
・
保
険
の
満
期（
解

約
）
受
取
金
な
ど
所
得
が
あ
る

人
◆�

給
与
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た
人
、

二
ヶ
所
以
上
か
ら
給
与
を
も

ら
っ
て
い
る
人
、
平
成
25
年
中

に
退
職
し
た
人
で
、
年
末
調
整

を
し
て
い
な
い
人

◆�

給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
を
し

て
い
な
い
人
、
ま
た
年
末
調
整

は
し
た
が
、
所
得
控
除
額
（
扶

養
親
族
等
）
の
訂
正
が
必
要
な

人
◆�

年
金
受
給
者
で
給
与
や
農
業
な

ど
年
金
以
外
の
所
得
が
あ
っ
た

人
◆�

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人

※ 

国
民
健
康
保
険
税
や
扶
養
等
の

控
除
は
申
告
を
し
な
い
と
控
除

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
所
得
税
の

確
定
申
告
の
必
要
が
な
く
て
も
、

町
県
民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◆�

源
泉
徴
収
票
（
給
与
・
報
酬
・

年
金
等
）
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
派
遣
の
方
は
配
分
金
支

払
証
明
書

◆�

営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
の

あ
る
人
は
、
帳
簿
・
領
収
書
等
、

25
年
中
の
収
入
の
明
細
・
必
要

経
費
が
わ
か
る
書
類

※ 

必
要
経
費
は
、
領
収
書
等
を
整

理
し
て
各
項
目
ご
と
の
支
出
明

細
を
作
成
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

◆�

保
険
の
満
期
（
解
約
）
一
時

金
・
個
人
年
金
を
受
け
取
っ
た

人
は
、
保
険
会
社
が
発
行
し
た

支
払
調
書

◆�

国
民
年
金
・
建
設
国
保
・
任
意

継
続
保
険
料
の
証
明
書

◆�

生
命
保
険
料
・
個
人
年
金
保
険

料
・
地
震
保
険
料
（
長
期
損
害

保
険
料
）
の
証
明
書

 

※ 

領
収
書
で
は
控
除
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆�

障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
、

該
当
者
の
障
害
者
手
帳

◆�

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、

病
院
・
薬
局
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
料
等
の
領
収
書
と
、
医
療

保
険
等
で
保
険
料
を
受
け
取
っ

た
場
合
は
、
差
し
引
い
て
の
計

算
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
金

額
が
確
認
で
き
る
書
類

 

※ 
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

「
医
療
費
控
除
対
象
金
額
」
と

い
う
項
目
が
明
記
さ
れ
た
領
収

書
で
な
い
と
、
控
除
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆�

初
め
て
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
を
受
け
る
人
は
、
売
買
契
約

書
又
は
請
負
契
約
書
の
写
し
・

登
記
簿
謄
本
・
住
民
票
の
抄

本
・
年
末
残
高
証
明
書
、
増
改

築
の
場
合
は
前
記
に
加
え
増
改

申
告
期
間　
　

２
月
17
日
（
月
）
〜
３
月
17
日
（
月
）

築
等
工
事
証
明
書

◆
印
鑑

◆�

所
得
税
の
還
付
申
告
を
さ
れ
る

人
・
新
た
に
口
座
振
替
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
口
座
番
号
の
確

認
で
き
る
も
の
（
本
人
名
義
の

も
の
に
限
る
）

◆�

税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が
郵

送
さ
れ
て
い
る
人
は
、
必
ず
そ

の
申
告
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　　

水
稲
所
得
標
準
が
廃
止
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て
収
支
計
算

に
よ
る
申
告
に
な
り
ま
す
。
申
告

ま
で
に
、
収
支
の
整
理
・
計
算
等

準
備
を
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
ま

た
、
申
告
に
来
ら
れ
る
時
は
、
必

ず
、
平
成
25
年
中
の
収
入
・
必
要

経
費
の
わ
か
る
書
類
を
整
理
し
て

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
人

申
告
に
必
要
な
も
の

農
業
所
得
者
の
人
へ

※�源泉徴収票・領収書・各種証明書等必要書類が不備な申告書は受付できませんので、必ず書類が揃ってい
るかご確認のうえ、申告にお越しください。
※�農業・事業所得等の必要経費、医療費控除の医療費の明細の合計額等、事前に必ずご自分で計算しておい
てください。計算されていない場合は、後にまわっていただくことがありますのでご了承ください。
　�自宅にパソコンがある方は、国税庁ホームページ http://www.nta.go.jp/　の「確定申告書作成コーナー」
を利用いただくと、画面の案内に従って金額等を入力することにより、確定申告書等を作成できます。作
成した確定申告書等は印刷して税務署へ郵送等により提出できるほか、電子申告（e-Tax）を利用して送
信すると次のようなメリットがあります。
　　○医療費の領収書や給与所得の源泉徴収票などの提出を省略できます。
　　○ e-Tax で申告された還付申告は早期処理しています。
　詳しくは、e-Tax ホームページ（http://www.�e-tax�.nta.go.jp/）
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公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
へ
の
お
知
ら
せ

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外

の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ

る
場
合
に
は
、
所
得
税
の
確
定
申

告
書
の
提
出
を
要
し
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
所
得
税
の
還
付
を
受

け
る
た
め
や
株
式
等
の
損
失
を
繰

り
越
す
た
め
の
申
告
書
を
提
出
す

る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書

の
提
出
を
要
し
な
い
場
合
で
も
、

住
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。
申

告
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
各
種
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

平
成
26
年
１
月
か
ら
記
帳
・
帳
簿

等
の
保
存
制
度
の
対
象
者
が
拡
大

さ
れ
ま
す

　

個
人
の
白
色
申
告
の
方
の
う
ち

前
々
年
分
あ
る
い
は
前
年
分
の
事

業
（
農
業
）
所
得
、
不
動
産
所

得
又
は
山
林
所
得
の
合
計
額
が

３
０
０
万
円
を
超
え
る
方
が
必
要

と
さ
れ
て
い
た
記
帳
と
帳
簿
書
類

の
保
存
が
、
こ
れ
ら
の
所
得
を
生

ず
る
べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の
方

（
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い

方
を
含
み
ま
す
）
に
つ
い
て
、
平

成
26
年
１
月
か
ら
同
様
に
必
要
と

な
り
ま
す
。

平
成
26･

27
年
度
神
河
町
競
争
入
札
等
参
加
資
格
審
査
申
請

　

町
が
行
う
建
設
工
事
、
測
量･

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
物
品
の

製
造
の
請
負
、
買
い
入
れ
等
業
務

の
競
争
入
札
等
に
参
加
し
よ
う
と

す
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
競
争
入

札
等
参
加
資
格
審
査
申
請
を
行
い
、

競
争
入
札
等
参
加
資
格
を
有
す
る

者
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

次
の
事
項
に
よ
り
受
付
し
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
（
業
者
）

は
総
務
課
へ
申
請
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

◆
受
付
期
間･

受
付
方
法

　

２
月
３
日
～
２
月
21
日

（
土･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
正
午
～
午
後
１
時
除
く
）

　

持
参
の
み
（
郵
送
に
よ
る
受
付

は
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
期
間
外

の
受
付
も
一
切
し
ま
せ
ん
。
）

◆  

提
出
書
類 

　

建
設
工
事
、
測
量･
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
（
提
出
様
式

は
、
国
土
交
通
省
統
一
様
式
に
準

じ
る
）

＊�

入
札
等
参
加
希
望
業
種
調
書
及

び
申
請
書
提
出
書
類
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト

＊
一
般
競
争
（
指
名
競
争
）
参
加

　

資
格
審
査
申
請
書

＊
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書

（
建
設
工
事
の
み
）

＊
代
表
者
身
分
証
明
書
（
個
人
業

　

者
）

＊
登
記
簿
謄
本
（
法
人
）

＊
建
設
業
許
可
（
登
録
）
証
明
書

＊
完
成
工
事
高
調
書
（
統
一
様
式

　

①
―
２
で
可
）

＊
工
事
（
委
託
業
務
）
経
歴
書

＊
技
術
者
名
簿
（
任
意
様
式
）

＊�

納
税
証
明
書　

国
税
（
町
内
業

者
は
町
税
）
・
消
費
税
（
様
式

そ
の
３
の
３
）

＊�

建
退
共
加
入
履
行
証
明
書
（
建

設
工
事
の
み
）

＊
営
業
所
一
覧
表

＊
使
用
印
鑑
届
（
原
本
）

＊
印
鑑
証
明
書

＊�

委
任
状
（
支
店
・
営
業
所
長
に

対
す
る
も
の
、
原
本
）

＊
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
係
る
登
録
証
の
写
し

（
登
録
が
あ
る
場
合
）

＊�

暴
力
団
排
除
に
関
す
る
誓
約
書

及
び
照
会
承
諾
書

物
品
の
製
造
の
請
負
、
買
い
入
れ

等＊�

競
争
入
札
等
参
加
資
格
審
査
申

請
書

＊�
申
請
書
提
出
書
類
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト

＊�

登
記
簿
謄
本
の
写
し
ま
た
は
代

表
者
の
身
分
証
明
書
の
写
し

＊�

町
税
に
お
け
る
滞
納
が
な
い
こ

と
の
証
明
書
（
神
河
町
に
納
税

し
て
い
る
場
合
）
ま
た
は
国
税

に
お
け
る
滞
納
が
な
い
こ
と
の

証
明
書
の
写
し
（
神
河
町
に
納

税
し
て
い
な
い
場
合
）

＊
委
任
状

＊�

営
業
に
関
し
法
律
上
必
要
と
す

る
登
録
の
証
明
書
の
写
し

＊
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
係
る
登
録
証
の
写
し

（
登
録
が
あ
る
場
合
）

＊�

神
河
町
競
争
入
札
等
参
加
資
格

審
査
申
請
書
（
物
品
製
造
等
）

提
出
書
類
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

＊�

暴
力
団
排
除
に
関
す
る
誓
約
書

及
び
照
会
承
諾
書

◆ 

関
係
書
類
の
配
布
方
法

　

�　

�

関
係
書
類
に
つ
い
て
は
、
神

　

河
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

　

town.kam
ikawa.hyogo,jp

）
に
掲

　

載
し
て
い
ま
す
。

　
◆
問
合
せ

　

総
務
課　

☎
３
４
―
０
０
０
１

申
告
を
し
な
か
っ
た
ら

　

税
の
申
告
は
、
町
県
民
税
・
国

民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
算
定

の
基
礎
資
料
と
な
る
ほ
か
、
福

祉
・
医
療
・
教
育
資
金
な
ど
の
給

付
や
児
童
手
当
・
保
育
料
な
ど
の

判
定
基
準
等
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

申
告
期
限
内
に
申
告
し
な
か
っ

た
場
合
、
保
険
料
や
扶
養
等
の
諸

控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
町
県
民

税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保

険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

が
正
し
く
算
定
さ
れ
な
か
っ
た
り
、

所
得
証
明
書
や
課
税
証
明
書
等
の

証
明
書
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
申
請
や

各
減
免
申
請
等
に
遅
れ
が
生
じ
た

り
、
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

会
社
で
年
末
調
整
を
せ
ず
扶
養

等
控
除
申
告
さ
れ
て
い
な
い
人
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

る
人
な
ど
、
所
得
税
の
申
告
の
必

要
の
無
い
人
で
も
、
町
県
民
税
の

申
告
は
必
要
で
す
の
で
期
限
内
に

忘
れ
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う
。
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神
河
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

多
く
の
町
民
の
皆
様
に
ご
利
用
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
園
児
、

児
童
、
生
徒
の
通
学
や
、
車
を
お

持
ち
で
な
い
方
の
通
院
や
買
い
物

な
ど
の
移
動
手
段
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
通
学
な
ど
の
定
期
券

利
用
を
除
く
利
用
者
数
は
、
平
成

20
年
度
に
は
８
万
３
千
人
で
し
た

が
、
平
成
24
年
度
で
は
７
万
３
千

人
と
約
12
％
の
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

運
行
開
始
当
時
か
ら
、
高
校
生

以
上
の
町
民
が
毎
月
１
回
バ
ス
に

乗
れ
ば
赤
字
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な

る
と
利
用
促
進
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
交
通
弱
者
の
交
通
手

段
を
確
保
す
る
た
め
、
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
一
層
の
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

地
域
振
興
課　

地
域
振
興
係

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
１
８
５

年度 利用者数
20 年度 83,439�人
21 年度 80,788�人
22 年度 74,752�人
23 年度 74,782�人
24 年度 73,214�人

コミュニティバス利用者の推移

★定期券利用者は除く

　

広
い
敷
地
に
、
お
気
に
入
り
の

住
ま
い
を
建
て
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

神
河
町
で
は
、
人
口
対
策
と
子

育
て
世
帯
の
住
環
境
整
備
を
目
的

に
、
し
ん
こ
う
タ
ウ
ン
分
譲
地
の

販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

第
１
期
、
第
２
期
の
販
売
は
完

了
し
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
第
３

期
分
譲
地
27
区
画
の
販
売
を
開
始

し
ま
し
た
。
す
で
に
10
区
画
を
ご

購
入
い
た
だ
き
、
残
り
17
区
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
町
内
で
マ
イ
ホ
ー
ム
を

お
考
え
で
し
た
ら
、
新
野
駅
か
ら

も
近
く
、
通
勤
、
通
学
に
便
利
な

「
し
ん
こ
う
タ
ウ
ン
第
３
期
分
譲

地
」
を
ご
購
入
下
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
家
族
や
ご
親
戚
、
お

知
り
合
い
の
方
に
も
、
自
然
い
っ

ぱ
い
、緑
い
っ
ぱ
い
の
神
河
町「
し

ん
こ
う
タ
ウ
ン
第
３
期
分
譲
地
」

を
是
非
ご
紹
介
下
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

地
域
振
興
課　

地
域
振
興
係

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
１
８
５

面　

積　

１
９
５
．
１
５
㎡　
　

　
　
　
　

～　

２
３
０
．
９
５
㎡

（
５
９
．０
３
坪
～
６
９
．８
６
坪
）

販
売
額　

７
５
４
．
３
万
円　

　
　
　
　

～　

８
２
８
．
０
万
円

単　

価　

３
５
，
９
０
０
円
／
㎡

　
　

～　

３
８
，
５
０
０
円
／
㎡

神
河
町
中
村
・
粟
賀
町
地
区
歴
史

的
景
観
形
成
地
区
の
指
定
の（
案
）

を
縦
覧
し
ま
す

　

中
村
・
粟
賀
町
区
で
は
、
県
の

景
観
の
形
成
等
に
関
す
る
条
例
に

基
づ
く
歴
史
的
景
観
形
式
地
区
指

定
に
向
け
た
基
準
等
（
案
）
の
作

成
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
般
、
こ
の
指
定
の
（
案
）
を

同
条
例
第
８
条
第
４
項
の
規
定
に

よ
り
、
縦
覧
し
ま
す
。
な
お
、
地

区
の
住
民
及
び
利
害
関
係
者
で
景

観
形
成
地
区
の
指
定
の
（
案
）
に

意
見
の
あ
る
人
は
、
県
知
事
あ
て

に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○ 

景
観
形
成
地
区
の
指
定
の（
案
）

 

の
内
容

　

�

景
観
形
成
地
区
の
区
域
と
景
観

形
成
基
準

○ 

縦
覧
期
間

　

２
月
４
日
（
火
）
～
18
日
（
火
）

○
縦
覧
時
間

�

（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○ 

意
見
書
提
出
期
限

　

２
月
18
日
（
火
）

○
縦
覧
場
所
及
び
連
絡
先

　

町
地
域
振
興
課
、
神
崎
支
庁
舎

　

県
都
市
政
策
課

☎
０
７
８
―
３
６
２
―
９
２
９
９

　

及
び
中
播
磨
県
民
局
姫
路
土
木

　

事
務
所
ま
ち
づ
く
り
建
築
課

☎
０
７
９
―
２
８
１
―
９
６
５
３

○
意
見
書
提
出
先

　

〒
６
５
０
―
８
５
６
７

　

兵
庫
県
都
市
政
策
課
（
住
所
の

　

記
載
は
不
要
で
す
）

神
河
町
が
お
届
け
す
る
新
し
い
街

　
　

し
ん
こ
う
タ
ウ
ン
第
３
期

　
　
　
　
　

好
評
分
譲
中
（
残
り
17
区
画
）

行
政
情
報乗

っ
て
残
そ
う
　
み
ん
な
の
バ
ス
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　神河町とクリーンセンターでは、ゴミの減量化に取組んでいます。
　近年の消費拡大や過大包装などにより、ゴミの量は増えてきました。国では、限りある資源を大切にした
「持続可能な社会」や「循環型社会」への転換が言われています。　
　また、町においてもクリーンセンターの稼動期限が平成 29 年度末となっており、ゴミ処理を外部委託す
る予定ですが、その場合持込量で処理経費が決定することとなり、処理費削減のためにも、ゴミの減量が必
要となります。
　そのような中、減量につながるヒントを記載しますので、家庭においてできることからの取組をお願いし
ます。
　なお、まず生ゴミ減量を重点においた取組を進めています。２月広報以降の告知放送、チラシや広報３月
号にてお知らせをしますので、御理解と御協力をどうかよろしくお願いします。
１．ゴミの発生を減らす（リデュース）
　　①　買い物はマイバッグを持参し、レジ袋を断る。
　　②　必要なものを必要な量だけ買う。
　　③　出来れば、ばら売り商品を選ぶ。
　　④　使い捨て商品ではなく、長く使えるものを選ぶ。
　　⑤　ゴミになるものはもらわないようにする。
２．繰り返し使う（リユース）
　　①　不用になった服はリフォームしたり、フリーマーケットなどに出す。
　　②　家電製品などは、出来るだけ修理する。
３．資源として再び利用する（リサイクル）
　　①　町の分別収集に協力し、資源として分別する。　
　　②　地域の集団回収やスーパーの店頭回収を利用する。
　　③　リサイクルされた製品を買う。
４．生ゴミのリサイクルや量をできるだけ減らす。
　　①　安いからといって、よけいなものを買わない。（腐る）
　　②　食材は、出来るだけ無駄なく丸ごと活用する。
　　③　必要な量を料理し、食べ残しを出さない。（出た生ゴミは堆肥にして、土に還しましょう。）
　　④　生ゴミと他のゴミをきちんと分別する。
　　⑤　畑で自家処理やコンポストを利用する。コンポスト購入費補助制度を検討しています。
５．水切りをよくしましょう。
　　　水分が多いと腐敗分解しやすく、悪臭も発生しやすくなります。
　　生ゴミの重量を 10 ～ 20％減らすことができ、クリーンセンターでの乾燥燃料費の軽減になります。

　問合せ　住民生活課　☎ 34 － 0963　　クリーンセンター　☎ 32 － 2888

ゴミの減量化に御協力をお願いします

　

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い

と
き
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難

な
場
合
、
保
険
料
の
免
除
（
全
額

免
除
、
一
部
免
除
（
３
／
４
、
半

額
、
１
／
４
）、
若
年
者
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
）
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
過
去
分
の
国
民

年
金
保
険
料
の
免
除
が
受
け
ら
れ

る
期
間
は
、
申
請
の
直
前
の
７
月

（
学
生
納
付
特
例
は
直
前
の
４
月
）

ま
で
の
１
年
以
内
で
し
た
が
、
本

年
４
月
か
ら
は
、
申
請
時
点
の
２

年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
申
請
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
保
険
料

の
未
納
の
状
態
を
放
置
す
る
と
、

老
齢
年
金
や
障
害
年
金
な
ど
の
受

給
要
件
を
満
た
さ
な
い
状
況
に
陥

り
ま
す
の
で
、
保
険
料
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
必
ず
免
除
申
請
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
申
請
期
間
に
対
応
す
る

前
年
所
得
に
基
づ
き
審
査
を
行
い

ま
す
の
で
、
免
除
が
承
認
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
る
こ
と
も
ご
承
知
お

き
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

　

住
民
生
活
課
ま
た
は
姫
路
年
金

　

事
務
所

国民年金保険料の免除申請ができる対象期間が拡大されます

行
政
情
報
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『
法
定
外
公
共
物
』
と
は
、
道

路
や
河
川
な
ど
の
公
共
物
の
う
ち
、

道
路
法
や
河
川
法
等
の
適
用
を
受

け
な
い
も
の
を
言
い
ま
す
。
一
般

的
に
は
、
里
道
（
赤
線
）・
水
路

（
青
線
）
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
法

務
局
に
備
え
付
け
の
公
図
な
ど
で
、

「
道
」「
水
」
と
表
示
さ
れ
た
り
、

赤
色
や
青
色
で
表
示
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

里
道
や
水
路
な
ど
の
法
定
外
公

共
物
の
中
に
は
、
法
務
局
の
公
図

等
に
表
示
さ
れ
て
い
て
も
、
現
況

が
宅
地
や
田
畑
の
一
部
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
機
能
が

失
わ
れ
た
部
分
の
用
途
を
廃
止
す

る
申
請
を
行
っ
た
う
え
で
、
そ
の

部
分
の
買
取
り
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
公
的
機
能
が
失
わ
れ
た
場
合

に
限
り
ま
す
。

　

法
定
外
公
共
物
は
以
前
、
国
の

財
産
で
し
た
が
、
市
町
に
譲
与
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
申
請
手
続
き
が

し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
地
籍
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
手
続
き
に
伴
う
測
量
や

土
地
の
登
記
な
ど
に
要
す
る
費
用

は
申
請
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

地
籍
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
５

　
　

障
害
者
等
日
常
生
活

　
　
　

   

用
具
給
付
に
つ
い
て

　

障
害
者
等
の
日
常
生
活
に
必
要

な
用
具
を
給
付
し
ま
す
。

用 

具
種
目

　

�

特
殊
寝
台
、
ス
ト
マ
用
具
、
電

気
式
た
ん
吸
引
器
、
入
浴
補
助

用
具
、
人
工
喉
頭
、
ネ
ブ
ラ
イ

ザ
ー
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー

タ
ー　

他

対
象
者

　

�　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
を
お
持
ち
の
方
、
難
病
の
方

※
用
具
に
よ
っ
て
対
象
者
が
違
い

　

ま
す
。

※
難
病
の
方
も
給
付
の
対
象
と
な

　

り
ま
し
た
。

自
己
負
担

　

�　

原
則
１
割
負
担
（
町
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
は
自
己
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
）

問
合
せ　

健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
３
２
―
２
４
２
１

　
　

幼
稚
園
児
・
小
学
生
・

　
　

学
生
に
係
る
学
校
給
食

　
　

費
は
据
え
置
か
れ
ま
す

　

昨
年
12
月
12
日
（
木
）
に
神
河

町
学
校
給
食
運
営
協
議
会
が
開
催

さ
れ
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
の
学

校
給
食
費
の
改
定
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
学
校
給
食
法
に
お

け
る
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、

主
に
原
材
料
費
相
当
額
を
学
校
給

食
費
で
充
て
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
平
成
26
年
度
に
お
け

る
物
価
上
昇
見
込
み
分
３
・
３
％

と
消
費
税
の
改
正
増
加
分
３
・

０
％
の
合
計
６
・
３
％
分
値
上
げ

の
改
定
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
子
育
て
支
援
対
策
を
推

進
す
る
こ
と
か
ら
、
幼
稚
園
児
・

小
学
生
・
中
学
生
に
係
る
学
校
給

公　図　等

現　況

ほ
う
て
い
が
い
こ
う
き
ょ
う
ぶ
つ

法
定
外
公
共
物
の
用
途
の
廃
止
と
買
取
り
手
続
き
に
つ
い
て

食
費
に
つ
い
て
は
据
え
置
き
と
し
、

そ
の
不
足
額
は
町
の
財
源
で
補
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
幼

稚
園
児
・
小
学
生
・
中
学
生
以
外

の
教
職
員
や
関
係
者
の
分
に
つ
い

て
は
、
６
・
３
％
分
値
上
げ
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　

☎
３
２
―
０
２
５
７

　
　

農
地
の
利
用
権
の

　
　
　
　
　

   

設
定
に
つ
い
て

　

農
地
を
貸
し
て
も
期
間
が
終
了

す
れ
ば
確
実
に
農
地
が
返
還
さ
れ
、

離
作
料
の
支
払
い
義
務
も
な
い
な

ど
安
心
し
て
農
地
を
貸
し
借
り
で

き
る
「
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
」
に
基
づ
く
農
地
の
利
用
権
設

定
（
賃
借
制
度
）
を
積
極
的
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
つ
い
て

　

賃
借
の
期
間
や
賃
借
料
な
ど
、

貸
し
手
と
借
り
手
双
方
で
条
件
を

十
分
協
議
さ
れ
た
上
で
、
地
域
振

興
課
で
利
用
権
設
定
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

や
む
を
得
な
い
事
情
が
発
生
し

た
場
合
、
契
約
期
間
内
で
あ
っ
て

も
双
方
協
議
さ
れ
た
場
合
、
途
中

解
約
が
で
き
ま
す
。
利
用
権
設
定

の
申
し
込
み
は
２
月
20
日
ま
で
に

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

農
業
委
員
会

（
地
域
振
興
課　

農
林
業
係
内
）　

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
０

（学校給食費）
一食当り単価 月　　額

平成25年度 平成26年度 増額分 平成25年度 平成26年度 増額分

中学校
生徒 255 円 255 円 0 円 4,260 円 4,260 円 0 円

職員 255 円 270 円 15 円 4,260 円 4,530 円 270 円

小学校
児童 230 円 230 円 0 円 3,850 円 3,850 円 0 円

職員 230 円 245 円 15 円 3,850 円 4,100 円 250 円

幼稚園
園児 215 円 215 円 0 円 3,530 円 3,530 円 0 円

職員 230 円 245 円 15 円 3,850 円 4,100 円 250 円

給食センター職員 230 円 245 円 15 円 3,850 円 4,100 円 250 円

行
政
情
報
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看
護
師
修
学
資
金

　
　

   

貸
与
制
度
の
お
知
ら
せ

　

本
制
度
は
、
将
来
公
立
神
崎
総

合
病
院
の
看
護
師
と
し
て
従
事
す

る
意
思
が
あ
る
看
護
学
生
に
対
し

て
、
神
河
町
が
修
学
金
を
貸
与
す

る
制
度
で
す
。
な
お
、
詳
し
く
は

病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
病
院
総
務
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

　
　

４
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　

～
４
月
30
日
（
水
）

（
募
集
期
間
中
に
募
集
人
員
に
達

し
な
い
場
合
は
、
以
降
、
年
度
内

に
つ
い
て
受
付
し
ま
す
）

 

応
募
資
格

　

①�

看
護
師
養
成
の
た
め
の
大
学
、

専
門
学
校
等
に
在
学
し
て
い

る
こ
と
。（
通
信
制
及
び
高

等
学
校
の
高
校
課
程
を
除

く
。）

　

②�

将
来
、
公
立
神
崎
総
合
病
院

に
お
い
て
、
看
護
師
と
し
て

勤
務
し
よ
う
と
す
る
意
思
が

あ
る
こ
と
等
。

貸
与
額　
　

月
額　

５
万
円

　

�　

な
お
、
看
護
学
校
等
を
卒
業

し
、
看
護
師
免
許
を
取
得
後
、

直
ち
に
公
立
神
崎
総
合
病
院
で

５
年
間
勤
務
し
た
場
合
に
は
、

修
学
資
金
の
返
還
が
全
額
免
除

さ
れ
ま
す
。

募
集
人
員　

５
名

　
　

�（
修
学
資
金
の
貸
与
の
決
定

は
、
選
考
（
面
接
）
の
う
え

決
定
し
ま
す
。）

　
　

職
員
募
集
に
つ
い
て

　

公
立
神
崎
総
合
病
院
で
は
、
次

の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
病
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
病

院
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

募
集
職
種

　

�

薬
剤
師
、
看
護
師
、
臨
床
工
学

技
士
、
給
食
調
理
員
、
看
護
助

手
募
集
人
数　

若
干
名

受
験
資
格�

薬
剤
師
、
看
護
師
、
臨
床
工
学
技
士

　
　

平
成
26
年
春
に
当
該
資
格
免

　

許
を
取
得
見
込
み
の
方
、
又
は

　

当
該
資
格
免
許
取
得
者

給
食
調
理
員
、
看
護
助
手　
　
　

　

資
格
不
要

提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）、
該
当

　

免
許
の
写
し
（
取
得
者
の
み
）

書
類
提
出
先

　

公
立
神
崎
総
合
病
院　

総
務
課

受
付
期
間　

２
月
７
日（
金
）ま
で

試
験
日　
　

詳
細
は
、
後
日
本
人

　

宛
連
絡
し
ま
す
。

　
　

ロ
ー
タ
リ
ー
等
改
良

　
　

   

工
事
の
完
成
に
つ
い
て

　

昨
年
８
月
中
旬
か
ら
病
院
前
の

ロ
ー
タ
リ
ー
等
改
良
工
事
に
着
手

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
年
12
月

末
を
も
っ
て
完
成
し
ま
し
た
。
こ

の
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
薬
局

を
院
内
か
ら
院
外
に
す
る
こ
と
か

ら
、
病
院
前
用
地
を
一
部
薬
局
用

地
と
し
て
、
民
間
に
売
渡
し
、
民

間
に
よ
る
調
剤
薬
局
の
建
設
工
事

に
か
か
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
病

院
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
お
い
て
、

患
者
様
の
利
便
性
、
安
全
性
を
図

る
た
め
、
改
良
工
事
を
し
ま
し
た
。

　

皆
様
に
は
、
工
事
期
間
中
、
大

変
ご
迷
惑
と
ご
不
便
を
お
か
け
い

た
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
病
院
前
ロ
ー
タ
リ
ー
内

に
あ
り
ま
し
た
駐
車
場
は
、
薬
局

の
建
設
や
事
故
を
防
ぐ
こ
と
か
ら

減
少
し
ま
し
た
が
、
病
院
西
側
に

あ
り
ま
す
駐
車
場
を
数
台
増
や
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
西
側
駐
車
場

は
、
兵
庫
県
の
制
度
に
あ
り
ま
す

「
兵
庫
ゆ
ず
り
あ
い
駐
車
場
」
と

し
て
障
害
の
あ
る
方
、
高
齢
者
、

妊
産
婦
な
ど
歩
行
が
困
難
な
運
転

者
の
方
が
利
用
し
て
い
た
だ
く
駐

車
場
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
ま

す
。
こ
の
制
度
の
基
本
と
な
る
の

は
、“
一
人
ひ
と
り
の
ゆ
ず
り
あ

い
の
心
”
で
す
。
必
要
な
方
が
利

用
で
き
る
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

公
立
神
崎
総
合
病
院

　

      
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
合
せ　

病
院
総
務
課

　

☎
３
２
―
２
４
８
８（
直
通
）

　

FAX
３
２
―
２
１
７
６

E

―m
ail

　
　

�soum
u@
kanzaki-hp.jp

　
　

お
薬
の
受
け
取
り

               

方
法
が
変
わ
り
ま
す

　　

本
年
２
月
か
ら
夜
間
・
一
部
の

休
日
を
除
き
、
お
薬
の
受
け
取
り

は
、
院
外
の
保
険
調
剤
薬
局
を
ご

利
用
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
お
薬
の
受
け
取
り
の
際
に

必
要
に
な
る
『
院
外
処
方
箋
』
に

つ
い
て
、
以
下
の
点
に
ご
留
意
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

①�

院
外
処
方
箋
の
有
効
期
限
は
４

日
間
で
す
。

※�

院
外
処
方
箋
の
交
付
日
を
含
め

４
日
以
内
（
休
日
・
夜
間
を
含

む
）
に
保
険
調
剤
薬
局
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

※�

長
期
の
旅
行
等
特
殊
な
事
情
が

あ
る
場
合
は
、
診
察
室
で
医
師

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②�

有
効
期
限
を
過
ぎ
た
院
外
処
方

箋
ま
た
は
、
紛
失
さ
れ
た
場
合

は
、
再
発
行
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

※�

再
発
行
は
、
医
師
の
診
察
と

院
外
処
方
箋
の
再
発
行
料
金

（
６
８
０
円
×
消
費
税
）
が
発

生
し
ま
す
。
ま
た
、
休
日
・
夜

間
の
再
発
行
は
行
い
ま
せ
ん
。

平
日
の
時
間
内
、
午
前
11
時
ま

で
に
病
院
受
付
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

行
政
情
報
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ま ち の

話
題

◇

◇

地域の話題、イベントがありましたら情報センター（☎ 32 － 2752）
までお知らせください。

◇ ◇前川みとしさん（中村在住）白寿おめでとうございます！！

　白寿（満 99 歳）を迎えられた前川みとしさん（中
村）を 12 月 18 日（水）に町長が訪問し、町民を
代表してお祝いをしました。
　これからも健康に気をつけ、長生きしてくださ
いね。

◇ ◇
神河中学校１年生の大橋由依さん（本村在住）

「児童・生徒の交通安全ポスター金賞」を受賞
　一般財団法人兵庫県交通安全協会では、交通安全意識の高揚を図る目的から、毎年夏休み期
間中に、県下の児童・生徒を対象として交通安全ポスターを募集しています。
　今年度、14,947 点の応募中、大橋さんの作品が金賞 10 点のうちのひとつに選ばれました。
おめでとうございました。

おおはし��ゆい

受　賞　作　品

◇ ◇
福崎高校３年生　山名　悠斗さん（東柏尾在住）
「兵庫県高等学校優秀野球選手表彰」を受賞

　高校野球で活躍した選手に贈られる今年度の日本学生野球協会優秀選手と県高校優秀野球選
手の表彰式が１月 17 日（金）神戸朝日ビルで開かれ、優秀野球選手に福崎高校の山名悠斗選
手（捕手）が選ばれました。
　山名選手は昨春や昨夏の兵庫大会で攻守に活躍。主将としてもチームを引っ張ってこられた
ことが認められ、今回の受賞となりました。
　おめでとうございます。今後も更なる活躍を期待しています。

やまな　　��ゆうと
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◇ ◇
神崎小学校・幼稚園　
　　　　「人間サイズのまちづくり知事賞」を受賞

　兵庫県では、平成 11 年 3 月に都道府県では初めて「まちづくり基本条例」を制定し、生活者の視点に立っ
た、安全で安心して暮らすことができる、魅力ある『人間サイズのまちづくり』を県民の皆さまの参画と協
働により進められています。
　その一環として、平成 11 年度から、「人間サイズのまちづくり賞」として、成熟社会にふさわしいまちづ
くりに貢献している優れた建築物や顕著な功績のあった活動団体等を顕彰されています。
　この度、ワークショップにより地元意見を聞き、県産木材を用いた暖かみのある空間を創出し、子どもが
のびのびと生活出来る学校環境整備の功績をたたえられ、栄えある知事賞を受賞することになり、12 月 18
日（水）に兵庫県公館で表彰を受けました。

　平成 26 年（2014 年）神河町成人式が１月 12 日（日）、
中央公民館グリンデルホールで開催されました。
　穏やかな天候の中、来賓・恩師・家族等に見守られ
ながら、新成人 119 名が出席（対象 149 人）、成人へ
の一歩を踏み出しました。
　式典では、「地域のつながり、そして、なんと言っ
ても今日の同級生のつながり・絆を一生の宝物として、
その輪を更に広げていただきながら、神河町の良さを
発見して欲しい。」「明日の神河町を担う新成人の皆さ
んが、自らの志に向かって、ますますご活躍されるこ
とを祈念する」と山名町長から式辞が述べられました。
　新成人を代表した「誓いの言葉」では、実行委員長
の小島梨菜さんから、「この神河町で仲間と一緒に育
ち、学んだ事は、これからの人生を歩んで行く上で、
大きな糧となるだろう」「これから先、どんな困難に
も立ち向かい、考え、切り開き、神河町民として、夢
と希望、誇りを持って、しっかりとこれからの毎日を
歩んでいく」と力強い決意が述べられました。
　式典終了後はステージ上での旧中学校区ごとの記念
撮影に引き続き、屋外での全体写真を撮影しました。
　その後場所を保健福祉センターに移し、立食パー
ティーを開催し、ビンゴゲーム等楽しいひとときを過
ごしました。
　新成人の皆さんの今後ますますのご活躍を期待して
います。

◇ ◇平 成 26 年 神 河 町 成 人 式

小島梨菜実行委員長による「誓いのことば」

中学校区ごとの記念撮影

式典後の立食パーティー
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ケアステーションかんざき　だより
☎ 32－ 1910

　 ２ 月 の 保 健 行 事

　日本小児科医会から「スマホに子守りをさせな
いで！」という啓発活動がはじまりました。スマ
ホの行き過ぎた使用は、親子の心の交流が減るこ
とや、本来乳幼児期に育む五感にも影響を与えか
ねないと注意を呼び掛けています。
　このニュースを知ったあるお母さんが、次のよ
うな感想を話して下さいました。
　　　　　　　（＊スマホ：スマートフォンの略）

外出先で子どもがぐずり始めると、取りあえずス
マホを渡してその場をしのぐことがあり、ニュー
スを聞いて正直ドキッとしました。目が悪くなら
ないかと心配はありましたが、絵本やパズルなど
の幼児向けのアプリならまあいいかと使わせてい
ました。スマホを使わせていると魔法のように静
かになるわが子に、親である私の方が依存してい
たように思います。スマホをもたせると確かに一
瞬で子どもは静かになります。ただその代償とし
て、子どもの笑顔や成長を見逃し、大切な思い出
となる瞬間を失っていたのではないかと、改めて

実施日 行　事　名 対　象　者 受付時間 場所
7 日
（金）

すくすく相談	
（乳幼児相談）

H25．１月・６月
　生まれ及び希望者

13：30　�
�～ 14：30

神
崎
支
庁
舎

26 日
（水）

１ 歳 ６ か
月 児 健 診

H24. ６～
　 H24. ８月生まれ

13：00　�
�～ 13：30

28 日
（金）

3 か月児健診
及びBCG予防接種

H25. ９.21 ～
　Ｈ 25.11.28 生まれ

13：00　�
�～ 13：30

４日
（火）

健 康 福 祉	
なんでも相談 一般住民 9：00　�

�～ 11：30

「スマホに子守りをさせないで」
～見直してみよう！スマホとの付き合い方～

と　き：２月 21 日（金）� � �

ところ：神崎支庁舎� � �
　　　　10 時 00 分�～�11 時 30 分� �
�
　　　　役場本庁舎� � �
　　　　�13 時 30 分�～�16 時 00 分� �
�
【400ml 献血対象年齢】�������������������������
　17 ～ 69 歳（男性）、18 ～ 69 歳（女性）�
※�65 歳以上の方は、60 ～ 64 歳の間に
　献血経験がある場合に限ります。　

考えさせられました。
ふりかえると、長男が小さかった１０年前にはス
マホもポータブルゲームもありませんでした。長
男が時間をもてあまし始めると、絵本に手遊び、
そして、少し大きくなるとしりとりをしたり、子
どもと一緒にゲームを考えたり、いろいろと工夫
したものです。確かに、ぐずり始めた子どもをあ
やすのは大変です。ただ、あの頃のことを思い返
してみると、決してしんどいことだけではなく、
むしろ親子で楽しむ時間がたくさんあったように
思います。

　子育ては手間も時間もかかるものです。だだ、
手間や時間をかけた分だけ、かけがえのない親子
の思い出ができるのです。そして、その思い出は
きっと子どもが親になった時にも引き継がれるの
ではないでしょうか。
　スマホは今や無くてはならない物になってきて
います。今後も、より深く生活に溶け込んでいく
でしょう。それだけに私たち親がスマホに依存せ
ず、賢く付き合っていくことが必要になります。
　次回は、親の管理下に置きやすいスマホとは違
い、子どもが自由に使っているポータブルゲーム
やタブレット型端末について、考えてみたいと思
います。

＊＊＊根付かせよう！一人一人の健康づくり＊＊＊

献 血 の お 知 ら せ

　寒い季節になると鍋を食べることが多くなったり、白菜や大根を漬物にして食べたり、塩分を摂りす
ぎになりますね。塩分の摂りすぎは高血圧や腎臓病、胃がんなどのリスクを高めることになります。減
塩はおいしくないというイメージもありますが食べ方の工夫をして減塩し、1日男性９ｇ未満、女性 7.5
ｇ未満（高血圧の人は 6g 未満）の塩分摂取量にしましょう。

《減塩ポイント》
　・�食卓に塩やしょうゆなどの調味料は置かず、外食時も卓上調味料は使わないようにしましょう。
　・うどんやラーメンのつゆは残しましょう。鍋の時もスープは残したり、雑炊を食べ過ぎないように
　　しましょう。（例）きつねうどんのつゆを全部飲むと、塩分 5.3g の摂取になります。
　・練り・加工製品は一度ゆでて、塩分を少し落としてから食べると良いでしょう。

みんなの食卓　調味料は置かない　～塩分控えめ～

献血へのご協力をお願いします。

保
健
・
福
祉

神　河　町
高血圧疾患

県下ワースト１位
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保
健
・
福
祉

Ａ｛

公立神崎総合病院に聞いてみよう？

　　　　医療に関するあなたの疑問にお答えします公立神崎総合病院のコーナー

皆様からの質問を次の方法により受付けています。
１．公立神崎総合病院内投書箱（１階ロビーに設置）に投書
２．電子メールで送付（goiken1@kanzaki-hp.jp）
３．郵送（〒 679 － 2493　粟賀町 385 番地　公立神崎総合病院　総務課宛）

①いりこだしをとる。
② さつまいも・大根・にんじんは、食べやすい大きさに切る。しめじ

は石づきをとり半分に切る。
③油あげは細く切る。ねぎは小口切り。
④①の鍋に②の野菜を入れて柔らかく煮、あげを入れて煮る。
⑤④にみそを溶き入れ、さいの目に切ったとうふを入れてさっと煮る。
⑥椀に、ねぎとわかめを入れておき、⑤のみそ汁を入れる。

（若い世代の栄養教室より）

　　　さつまいも 50 ｇ
　　大根 100 ｇ
　　にんじん 40 ｇ
　　しめじ 1/2 袋
　　豆腐 1/4 丁
　　油あげ　　　　　    1/4 枚
・だし汁（いりこ）　　３カップ
・みそ　　　　　大さじ１・1/2
・細ねぎ　　　　　　　　 ２本
・カットわかめ　　　　　 ５ｇ

～受験シーズン、必勝の決め手は朝ごはん～
（副菜）具だくさんみそ汁（4人分）

　かみかわの食育　
　朝から主菜・副菜もそろえてバランスよく食べると脳にエネル
ギーがたくさん送られ、集中力や正解率もアップします。
　具だくさんのみそ汁は、副菜にもなるのでおすすめです。
　　　　食育標語　｢朝ごはん　毎日食べて　元気に登校｣

（1/4の栄養価）
エネルギー　	 81kcal
たんぱく質　	 3.9g 
塩　分　　　　　 	0.9g

｛Ａ
｛B

Q

A

Q

A

　家族が「難病」といわれる病気の診断をうけました。そもそも「難病」とは何でしょうか。

　治療が難しく、慢性の経過をたどる疾病を「難病（特定疾患）」とよび、現在 130疾患が指定さ
れています。

　　　「難病」は、医学的にははっきりと定まった定義があるわけではありませんが、国の制度と
　しては、①発病の原因が不明、治療が難しい、かつ、後遺症を残す恐れが少なくない疾病、②
　経過が慢性（長期）にわたり、単に経済的な問題だけでなく、介護など家族の負担が重く、ま
　た精神的にも負担の大きい疾病とされています。

　「難病」にともなう負担を軽くするため、利用できる制度はありますか。

　医療費助成の制度、生活の困りごとを支援する福祉サービスなどがあります。

　�　　「難病」のうち、診断基準が一応確立し、かつ難治度、重症度が高く、患者数が比較的少な
　い疾患について、治療にかかる医療費の自己負担分を助成する制度があります（特定疾患治療
　研究事業・56 疾患※）。また、公的な医療保険や年金、障害者福祉制度、介護保険制度など、
　さまざまな制度が利用できる場合もあります。いずれも、疾患の種類やお体のご様子、年齢、
　ご家庭の所得状況などによって利用できる内容が異なりますので、それぞれのご事情に応じて
　考えていくことが必要です。
　�　　お悩みのことがありましたら、県に設置されている難病相談センター、お住まいの地域の保
　健所（健康福祉事務所）や、市町の窓口、かかられている病院の医師、看護師、ソーシャルワー
　カーなどにご相談ください。
　　（※なお、難病の医療費助成については、現在、国において制度の見直しが検討されています。）

ソーシャルワーカー（社会福祉士）　谷　義幸
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公 民 館 だ よ り 中央公民館　☎３４ー１４５０
神崎公民館　☎３２ー１６８１

あ や め 学 級 　会場：中央公民館

月　日 時　間 内　　　　　容

２月 13 日㈭

10：20 ～
　11：50

教養講座　⑩
「楽しみながら健康づくり」
　MOTTOひょうご事務局長
　　　　　　�栗木　剛　先生

13：00 ～
　15：00

趣味講座　⑨
（俳句・短歌・民謡・園芸・
コーラス・色えんぴつ画）

公 民 館 教 室 　　　　　　　会場：中央公民館

教　室　名 月　　　日 時　間

英会話教室（初級）
成人対象

�２月�13 日㈭　⑭
19：30 ～

�２月 20 日㈭　⑮
パソコン教室（初級）

成人対象 �２月 22 日㈯　⑫ 10：00 ～

楽しいお菓子づくり教室
子ども対象 �２月 15 日㈯　⑦ 9：00 ～

あじさい学級 　会場：神崎公民館

月　日 時　間 内　　　　　容

2月 27 日㈭

10：00 ～
　11：30

教養講座　⑩
「人生って不思議」
関西教育総合コンサルタント

理事長　田中種男　先生

13：00 ～
　15：00

趣味講座　⑨
（書道・民謡踊り・茶道・華道・
歌謡・野の花・園芸・グラウ
ンドゴルフ）

公 民 館 教 室 　　　　　　　会場：神崎公民館

教　室　名 月　　　日 時　間

古文書教室（初級）
成人対象 ２月７日㈮　⑮ 10：00 ～

チャリティーコンサート

成人ゼミナール  会場：神崎公民館　

月　日 時間 内　　　　　容

２月 23 日㈰
⑩

13：30 ～
16：00

「歴史資料から見た�ふるさと神河」�
甲南大学教授　　　東谷　智先生�
佛教大学宗教文化ﾐｭｰｼﾞｱﾑポスト・ドクター
　　　　　　　　　柿本雅美先生

２月の
ロ ビ ー

展

中央公民館 フォトやまびこ展

神崎公民館 新春書き初め展
町高齢者大学作品展

第８回神河町文芸祭

《とき》２月９日（日）　《ところ》神崎公民館�
　　　書き初め・俳句・短歌表彰式　13：00 ～� �
　　　俳句・短歌講評　　　　　　　14：00 ～�
�
　俳句・短歌を応募されていない方も、講評指導
にご参加ください。また、会場では新春書き初め
展（１／ 19 ～２／９）を開催しております。
ぜひご覧ください。� � � �

　昨年 12 月 22 日（日）、町文化協会主催のクリ
スマスチャリティーコンサートが開催され、「福
崎高等学校吹奏楽部」と「神河中学校吹奏楽部」
の生徒の皆さんがすばらしい演奏を披露してくだ
さいました。歳末助け合い運動の募金として集ま
りました 120,771 円は、町社会福祉協議会に寄付
しました。ご協力、本当にありがとうございました。映画会のお知らせ

作品名　「少年Ｈ」　出演�水谷豊、伊藤蘭　他
場　所　神河町中央公民館　グリンデルホール
日　時　２月 22 日（土）　　�
　　　　① 14：00 上映　　　（開場 30 分前）　
　　　　② 18：30 上映
入場料　前売り券 大人 800 円（中学生以下無料）
　　　　 当日 200 円増（全席自由）
前売券取扱所
　　中央公民館、神崎公民館
　　神崎支庁舎、センター長谷
主　催　
　　神河町・神河町中央公民館��

町高齢者大学 芸能発表会・作品展

　町高齢者大学で学ばれている方の芸能発表会・
作品展です。多数のご来場をお待ちしています。
☆芸能発表会　３月２日（日）
　場所　　　中央公民館　グリンデルホール� �
　　　　　　　��開場��13：00　開会��13：30
☆作品展　　神崎公民館　２月 20 日～ 27 日
　　　　　　中央公民館���３月�１日～�２日

福 崎 高 校 吹 奏 楽 部 神河中学校吹奏楽部

施設使用時間延長について（ご案内）

　グリンデルホール及び神崎公民館大ホールの日
曜日の施設使用時間は、「午前９時～午後５時」
まででしたが、本年４月１日からは、使用時間を
最大「午後９時30分」まで延長することが可能と
なりました。ホールの予約をされる団体・個人等
は、公民館へお申込みください。
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【神崎公民館】
はなとゆめ　　　　　　　　　　　冲方　　丁
貴族と奴隷　　　　　　　　　　　山田　悠介
ガンコロリン　　　　　　　　　　海堂　　尊
驚愕遊園地　　　　　　　　日本推理作家協会
ひこばえに咲く                         玉岡 かおる
すばらしい日々　　　　　　　よしもとばなな
去年の冬、きみと別れ                  中村　文則
ようこそ授賞式の夕べに　　　　　大崎 　 梢         
　　　　　　　　　　　　　　　　

他 11 冊

新 着 図 書 の ご 案 内
【中央公民館】　　　　
ペテロの葬列　　　　　　　　　　宮部みゆき
あとかた　　　　　　　　　　　　千早　　茜
王になろうとした男　　　　　　　伊東　　潤
昭和の犬　Perspective  kid　  　姫野カオルコ
みずは無間　　　　　　　　　　　六冬　和生
書楼弔堂　破曉　　　　　　　　　京極　夏彦
赤ヘル　1975　　　　　　　　　　重松　　清
私のなかの彼女　　　　　　　　　角田　光代
火男　　　　　　　　　　　　　　吉来　駿作
ジョン・マン　青雲編　　　　　　山本　一力

他 10 冊
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文　芸　欄

　今多コンツェルン会長室直属・グループ広
報室に勤める杉村三郎はある日、拳銃を持っ
た老人によるバスジャックに遭遇。事件は３
時間ほどであっけなく解決したかに見えたの
だが―。しかし、そこからが本当の謎の始ま
りだった！事件の真の動機の裏側には、日本
という国、そして人間の本質に潜む闇が隠さ
れていた！あの杉村三郎が巻き込まれる最凶
最悪の事件！？息もつけない緊迫感の中、物
語は二転三転、そして驚愕のラストへ！『誰
か』『名もなき毒』に続く杉村三郎シリーズ
待望の第３弾。

　わたし清少納言は 28 歳にして、帝の妃である中
宮定子様に仕えることになった。華やかな宮中の雰
囲気に馴染めずにいたが、17 歳の定子様に漢詩の
才能を認められ、知識を披露する楽しさに目覚めて
いく。貴族たちとの歌のやり取りなどが評判となり、
清少納言の宮中での存在感は増していく。そんな中、
定子様の父である関白・藤原道隆が死去し、叔父の
道長が宮中で台頭していく。やがて一族の権力争い
に清少納言も巻き込まれていき…。『天地明察』の
異才が放つ最新歴史小説！

はなとゆめ
　　　著　者　冲方　丁
　　　発行所　ＫＡＤＯＫＡＷＡ

ペテロの葬列
　　　　著　者　宮部　みゆき
　　　　発行所　集英社

おすすめ図書 （中央公民館） （神崎公民館）
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問い合わせ　おひさまルーム　☎ 34 － 0315　
利用時間：10 時～ 16 時（土・日・祝日は休み）

子育
て学習センター

おひさまきらき
ら館だより　

　

　　　　　　　　　
　　

場　所 日（曜日） 持ち物

きらきら館 26 日（水）
お茶
汗拭きタオル
バスタオル（ねんね）

※グループ活動は途中入会もできます。

２月の予定
【グループ活動】　時間　10：00 ～ 11：30

あんよコース　10：00 ～ 10：55
ねんねコース　11：05 ～ 12：00

【すくすく赤ちゃん体操】

場　所 日（曜日） 持ち物

神崎体育
センター

Ａ ７日（金）
28 日（金）体育館シューズ

（親子）　
お茶

汗拭きタオルＢ 14 日
（金）

【親子ハッピー体操】

2 歳児　10：00 ～ 10：55
3 歳児　11：05 ～ 12：00

～おひさまタイム～
と　き　２月�５日（水）　10：00 ～ 11：30
ところ　大河内保健福祉センター
対　象　�子育て中の保護者と子ども。グループ活動

に入られていない方も参加できます。（お
じいちゃん・おばあちゃんもお孫さんと一
緒にどうぞ）

内　容　�わらべ歌・手遊び・絵本の読み聞かせ等、
親子遊びをします。

　　　　お誕生会は２月・３月生まれのお友だちで
　　　　す。今回は「フォトスタジオへようこそ」
　　　　という写真撮影会もします。カメラをご持
　　　　参ください。
参加費　無料　　　
持ち物　お茶・カメラ

～おひさま広場～
と　き　３月５日（水）10：00 ～ 11：30
ところ　きらきら館
対　象　子育て中の保護者と子ども。グループ活
　　　　動に入られていない方も参加できます。
（おじいさん・おばあさんもお孫さんと一緒にどうぞ）
内　容　たくさんのおもちゃで自由に遊べます。
　　　　子育て相談も受け付けています。
参加費　無料

対　象 内　　　　　容 日（曜日） 場　所

0歳児 お母さんと赤ちゃんの
　　　　　友だちづくり

12 日（水）
きらきら館

19 日（水）

１
歳
児

ひ
ま
わ
り
グループ活動 18 日（火）大河内保健福祉センター

さ
く
ら
ん
ぼ

にっこり講座 ４日（火）きらきら館

グループ活動 25 日（火）大河内保健福祉センター

２
歳
児
合
同
節分あそび ６日（木）きらきら館

わくわく学習会 21 日（金）きらきら館

3歳児
知っ得講座 13 日（木）きらきら館

グループ活動 27 日（木）大河内保健福祉センター

自由
参加

おひさまタイム ５日（水）大河内保健福祉センター

おひさま広場 ３月５日（水）きらきら館

１歳　　こまを作ったよ

３歳　　親子３B体操であそんだよ
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子育
て学習センターサークル紹介（中央公民館）

ナマステ

神
河
町
の
歴
史
文
化
遺
産

問い合わせ　きらきら館☎32－2410

　ナマステ：（サンスクリット語のあいさつ）
　中央公民館のリハーサル室でヨガを始めて、５年
目になります。仕事や家事に追われ、我が身の健康
が二の次になっている女性達の集まりです。足がむ
くむ、腰が痛い、手が…、肩が…などなど、三人三
様の悩みでした。すばらしいインストラクターに恵
まれ、今すこし変化しています。以前より血色がよ
くなり、身体能力がＵＰし、サイズダウンしている
人も何人かいます。皆、毎週楽しみに集まっていま
す。
　それに加え、より体幹を鍛え、姿勢がよくなる、
バレエのようなダンスのような…、ポルト・ブラと
いうのを、月２回ヨガの前に行っています。筋肉の
柔軟性を高め、ストレッチ効果もあり、１時間で汗
びっしょりになります。今のところ優雅でエレガン
トに動いているのはインストラクターの川原さんだ
けですが、今に私達だって…！と毎回頑張っていま
す。しなやかで老いない身体を目指して。
活動日　毎週木曜日
場　所　中央公民館　リハーサル室
指導者　川原輝美
代表者　黒田園子　　℡�090 － 3265 － 0291

開 館 時 間　9：00 ～ 17：00
休 館 日　月曜日

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★
　
★
　
★
　
★
　★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　

★
　
★
　
★
　
★
　★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★

きらき
ら館だより　

　

　　　　　　　　　
　　

問い合わせ　中央公民館　☎３４－１４５０

あおぞら図書館（巡回）
２月  １日（土）岩屋～　新田 方面
２月 13 日（木）宮野～上小田 方面

おはなしなあに？
２月８日（土）　10：00 ～
・季節の本の読み聞かせ

　きらきら館の本を持って、午前９時から 12
時の間にみなさんの地域へ出かけます。車で
巡回していますので、お気軽に声をかけてく
だされば停車し、貸出します。様々な本を用
意していますので、ぜひご利用ください。

きらきらミニシアター

２月 22 日（土）10：00 ～
　『映画　かいけつゾロリ
　　　だ・だ・だ・だいぼうけん！』
　いたずらのチャンピオンを目指す“ゾロリ”
が双子の“イシシとノシシ”を引き連れて冒
険を繰り広げるお話です。
　愉快な仲間たちと巻き起こす楽しい映画で
すので、ぜひお越しください。

と
ん
ど　

（
民
俗
行
事
）

　

と
ん
ど
は
、
小
正
月
の
火
祭
行
事
で
、
正
月
の
神
送
り
と
し
て

考
え
ら
れ
全
国
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
と
ん
ど
の

火
で
、
鏡
餅
を
焼
い
て
食
べ
る
と
病
気
に
な
ら
な
い
と
か
、
焼
い

た
正
月
飾
り
の
灰
を
、
家
の
周
り
に
ま
く
と
災
い
が
こ
な
い
と
か
、

書
き
初
め
を
と
ん
ど
の
火
で
焼
く
と
文
字
が
上
達
す
る
と
か
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】

〜　

文
化
財
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

〜

　

平
成
25
年
度　

神
河
町
歴
史
史
料
総
合
調
査
の
成
果
発
表

と　

き　

２
月
23
日
（
日
）
13
時
30
分
～

と
こ
ろ　

神
河
町　

神
崎
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

内　

容　

講
演
会

　
　

演
題
「
神
河
町
の
民
俗
文
化
」

　
　

講
師　

佛
教
大
学
宗
教
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
　
　
　
　

ポ
ス
ト
・
ド
ク
タ
ー　

柿
本　

雅
美　

氏

　
　

演
題
「
神
河
町
域
の
領
主
と
支
配
」

　
　

講
師　

甲
南
大
学
教
授　
　
　
　

東
谷　

智　

氏
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く ら し
の

情 報

く ら し
の

情 報

本　庁
総務課　　　　　34 － 0001
議会事務局　　　34 － 0213
財政課　　　　　34 － 0002
地域振興課
　地域振興係　　34 － 0185
　商工観光係　　34 － 0971
　農林業係　　　34 － 0960
教育課　　　　　34 － 0212
住民生活課　　　34 － 0962
税務課　　　　　34 － 0961
建設課　　　　　34 － 0964
上下水道課　　　34 － 0966
会計課　　　　　34 － 0968
神崎支庁舎
　地域局　　　　32 － 1222
　健康福祉課　　32 － 2421
ケーブルテレビ局舎
　情報センター　32 － 2752
大河内保健福祉センター
　地籍課　　　　34 － 0965
公民館
　中央公民館　　34 － 1450
　神崎公民館　　32 － 1681
センター長谷　　35 － 0001

　男　　5,817 人　�（－� �10）
　女　　6,510 人　�（－� �15）
　計　�12,327 人　�（－� �25）
世帯数　4,129 世帯（－� �3）

人 の 動 き

※ 2013 年 12 月 31 日現在外国人も含む
　（　）は前月比
　転入　12 人
　出生　��2 人

転出　18 人
死亡　21 人

※ 2013 年 12 月中の異動

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
台
風
災
害
の

　
　

被
災
者
に
温
か
い
支
援
を
！

　

町
で
は
、
昨
年
11
月
に
発
生
し

た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
台
風
被
災
に
対

す
る
義
援
金
を
、
募
集
し
て
い
ま

す
。

募
金
箱
設
置
場
所

　

役
場
本
庁
舎
、
神
崎
支
庁
舎
、

セ
ン
タ
ー
長
谷
、
公
立
神
崎
総
合

病
院

募
集
期
間

　

本
年
２
月
末
ま
で

口
座
振
込
み
の
場
合

郵
便
振
替
口
座

０
０
９
５
０
―
９
―
１
６
５
２
７
４

名
義　

　

平
成
25
年
フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風
兵

庫
県
義
援
金
募
集
委
員
会

問
合
せ　

総
務
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
０
０
１

小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
の

非
常
勤
講
師
（
初
任
教
員
研
修
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
募
集

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
内
の

市
町
組
合
立
小
・
中
・
特
別
支
援

学
校
（
神
戸
市
を
除
く
）
の
非
常

勤
講
師
（
初
任
教
員
研
修
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

勤
務
内
容　

初
任
者
研
修
に
係
る����

　

授
業
の
補
充
等

報
酬
等　
　

報
酬
は
１
時
間
あ
た

　

り
２
，
７
７
０
円

　
（
平
成
25
年
度
現
行
額
で
若
干

　

変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

　

す
。）

交
通
費　
　

支
給
限
度
額
の
範
囲

　

で
実
費
支
給

資 　
　

格　

希
望
す
る
校
種
の
教

育
職
員
免
許
法
に
定
め
る
小
・

中
・
高
等
学
校
教
諭
普
通
免
許

状
の
所
持
者
又
は
、
本
年
４
月

１
日
ま
で
に
取
得
で
き
る
者
で

あ
る
こ
と
。

願
書
受
付　
　

２
月
３
日
（
月
）

　

か
ら
３
月
14
日
（
金
）
ま
で
に

　

必
着�

（
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日

　

曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
）

　
　

最
寄
り
の
市
町
組
合
教
育
委

　

員
会
、又
は
、教
育
事
務
所
（
教

　

育
振
興
室
）
で
受
付
け
ま
す
。

問
合
せ　

教
育
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
２
１
２

人
権
啓
発
講
演
会
に
つ
い
て

　

毎
年
、
２
月
の
人
権
を
た
し
か

め
る
日
に
合
わ
せ
て
、
人
権
啓
発

の
講
演
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
医
学
博
士　

藤
井
輝

明
さ
ん
の
講
演
で
す
。

　

海
綿
状
血
管
腫
が
原
因
で
、
顔

の
右
半
分
に
大
き
な
ア
ザ
が
あ
る

藤
井
輝
明
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
、
全

国
各
地
で
講
演
活
動
を
さ
れ
、「
異

質
な
も
の
を
排
除
し
な
い
世
の
中

に
」
と
い
う
願
い
を
込
め
、
差
別

や
い
じ
め
を
受
け
た
体
験
と
と
も

に
、
自
身
が
両
親
の
励
ま
し
に

よ
っ
て
乗
り
越
え
て
き
た
こ
と
を

伝
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

と　

き　

２
月
11
日
（
火
・
祝
）

　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
40
分

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館　

グ
リ
ン

　

デ
ル
ホ
ー
ル

講　

演

　

演
題
「
今
を
生
き
る
」

講
師　

　

医
学
博
士　

藤
井　

輝
明　

氏

問
合
せ　

教
育
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
２
１
２

神
河
町
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

　
　
　

保
護
者
説
明
会
に
つ
い
て

　

神
河
町
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
活

動
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度
の
利

用
案
内
と
申
請
用
紙
を
各
小
学
校

及
び
幼
稚
園
か
ら
配
布
し
ま
す
の

で
、
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
教

育
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
と
お
り
保
護
者
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
利
用
希

望
の
保
護
者
の
方
の
ご
出
席
を
お

願
い
し
ま
す
。

と　

き　

３
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら

と
こ
ろ　

役
場
３
階

　
　
　
　
　
　
　
　

第
３
会
議
室

対　

象　

新
１
～
６
年
生
の

　
　
　
　

利
用
希
望
者
の
保
護
者

募
集
締
切
り　
　

３
月
７
日（
金
）

申
込
先　

教
育
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
２
１
２

消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　

開
催
に
つ
い
て

　

神
河
町
婦
人
会
と
消
費
生
活
の

会
で
は
、「
消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
消
費
生
活
に
役
立

つ
基
礎
知
識
を
学
び
、
意
識
の
向

上
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く

り
の
た
め
に
生
活
科
学
教
室
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
今

年
度
の
活
動
と
生
ゴ
ミ
減
量
化
コ

ン
ポ
ス
ト
モ
ニ
タ
ー
の
実
践
発
表

　

募　

集　
　

　

お
知
ら
せ



かみかわ　No. ９917 

★
ま
ち
の
笑
顔
★

ま

ち

の

笑

顔

募

集

の
場
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
包
丁
と
ぎ
教
室
を
同
時

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

２
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
（
参
加
費
無
料
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
11
時

と
こ
ろ　

大
河
内
保
健
福
祉
セ
ン

　

タ
ー　

２
階
福
祉
講
習
室
他

内　

容　

実
践
発
表
、
ミ
ニ
講
演

　

�

会
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
っ

て
何
？
」、
パ
ネ
ル
展
示
、
包

丁
と
ぎ
教
室
（
無
料
、
先
着
10

名
、
包
丁
・
ナ
タ
・
カ
マ
等
刃

物
を
御
持
参
く
だ
さ
い
。）

問
合
せ　

住
民
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
３

兵
庫
県
最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

　

兵
庫
県
の
最
低
賃
金
が
、
昨
年

10
月
19
日
か
ら
時
間
額
７
６
１
円

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
は
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
や
ア
ル
バ
イ
ト
等
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
兵
庫
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
課
最
低
賃
金
係

☎
０
７
８
―
３
６
７
―
９
１
５
４

又
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

http://hyogo-roudoukyoku.
jsite.m

hlw
.go.jp/hom

e.htm
l

金
婚
夫
婦
祝
福
式
典
の
お
知
ら
せ

　

神
戸
新
聞
社
で
は
結
婚
50
年
を

迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
を
招
き
、
長

寿
と
繁
栄
を
祝
う
「
金
婚
夫
婦
祝

福
式
典
」
を
行
い
ま
す
。
該
当
の

方
は
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

と　

き　

５
月
18
日
（
日
）　　

　
　
　
　

午
後
１
時

と
こ
ろ　

姫
路
市
文
化
セ
ン
タ
ー

対　

象　

昭
和
40
年
中
に
婚
姻
届

　

を
出
さ
れ
た
県
内
に
お
住
ま
い

　

の
ご
夫
婦
。　

申
し
込
み
及
び
お
問
い
合
せ

　

�　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
最
寄
り
の
神
戸

新
聞
販
売
所
へ
持
参
ま
た
は

〒
６
５
０
―
８
５
７
１

　
（
住
所
不
用
）
神
戸
新
聞
社
地

　

域
活
動
局
「
金
婚
式
」
係
へ
直

　

接
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

☎
０
７
８
―
３
６
２
―
７
０
８
６

　

申
込
書
は
、
役
場
本
庁
舎
（
住

民
生
活
課
）及
び
神
崎
支
庁
舎（
健

康
福
祉
課
）、
セ
ン
タ
ー
長
谷
と

神
戸
新
聞
支
社
、
神
戸
新
聞
販
売

所
等
に
あ
り
ま
す
。

締
め
切
り　

２
月
28
日
（
金
）
必
着

神
崎
郡
３
町
就
職
ミ
ニ
面
接
会
開
催

　

概
ね
39
歳
以
下
の
若
者
を
対
象

に
、
地
元
企
業
数
社
を
集
め
た
面

接
会
を
開
催
し
ま
す
。
正
社
員
求

人
の
ほ
か
に
パ
ー
ト
求
人
も
あ
り

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

と　

き　

３
月
４
日
（
火
）

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

福
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
（
福
崎
町
福
田
１
７
６
―
１
）

主　

催　

姫
路
公
共
職
業
安
定
所

　

・
神
河
町
・
市
川
町
・
福
崎
町
・

　

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

　

シ
ョ
ン

そ
の
他　

履
歴
書
を
ご
持
参
く
だ

　

さ
い
。

問
合
せ　

姫
路
公
共
職
業
安
定
所

　

職
業
相
談
部
門　

☎
０
７
９
―
２
２
２
―
４
４
３
１

「
姫
路
地
域
わ
か
も
の

　
　

就
職
応
援
面
接
会
」
に
つ
い
て

　

姫
路
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

姫
路
市
及
び
兵
庫
県
と
共
催
し
、

本
年
３
月
卒
業
予
定
者
を
含
む
概

ね
30
歳
以
下
の
求
職
者
を
対
象
に
、

「
姫
路
地
域
わ
か
も
の
就
職
応
援

面
接
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

と　

き　

２
月
18
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

　
　
（
受
付
は
、
午
後
３
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

姫
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ

　

ル
３
階　

鳳
凰
の
間

参 

加
企
業　

姫
路
地
域
の
企
業
約

35
社
の
予
定
。
参
加
企
業
は
、

兵
庫
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
、
２
月
上
旬
掲
載
予
定
。

参
加
方
法　

・
履
歴
書
を
持
参
す
る
こ
と

・
参
加
無
料
、
事
前
予
約
不
要

＊�

面
接
を
希
望
す
る
場
合
は
、
で

き
る
だ
け
事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
求
人
内
容
を
確
認
し
、
紹

介
状
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

そ 

の
他　

当
日
は
、
ひ
め
じ
若
者

　

�

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ひ

ょ
う
ご
・
し
ご
と
情
報
広
場
、

神
戸
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

主 　

催　

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路
、
姫
路
市
、

　

兵
庫
県
、
兵
庫
労
働
局

協 

力
機
関　

中
播
磨
県
民
局
、
ひ

め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
ひ
ょ
う
ご
・
し
ご
と

情
報
広
場
、
神
戸
新
卒
応
援
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク

問
合
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路
学
卒
部
門

☎
０
７
９
―
２
２
２
―
４
６
９
０

　

広
報
か
み
か
わ
で
は
、「
ま
ち
の

笑
顔
」
に
登
場
し
て
く
れ
る
お
子
様

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

か
わ
い
い
お
子
様
の
写
真
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
添
え
て
紹
介
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子
様
な

ら
一
人
で
も
、
兄
弟
一
緒
で
も
構
い

ま
せ
ん
。
掲
載
は
、
無
料
で
す
。

申
込
み　

総
務
課

　
　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
０
０
１
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神河町役場　所在地：〒 679－3116 兵庫県神崎郡神河町寺前 64
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SUN（日） MON（月） TUE（火） WED（水） THU（木） FRI（金） SAT（土）

5 76 8

9 10 11 12 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 2726 28

32

1

4

2 月くらしのカレンダー

◦神河町文芸祭
　13:00 ～

◦新春書初め展
　～ 2/9

◦ 扁 妙 の 滝　　
　ウォーキング
　9:00 ～
　　 

◦町ぐるみ日曜
　健診
　８:30 ～

◦乳がん検診
　（マンモグラ
　フィー検査）
　13:00～

◦心配ごと相談
　13:00～

◦文化財シンポ
　ジウム兼成人
　ゼミナール
　13:30 ～

◦１歳６か月児
　健診
　13:00～

◦食育の日

◦３か月児健診
　ＢＣＧ予防接種
　13:00～

◦固定資産税第
　４期納期限

　　　役場本庁舎
　　　神崎支庁舎
　　　中央公民館
　　　神崎公民館
　　　大河内保健福祉センター
　　　グリンデルホール

　　　きらきら館
　　　はにおか運動公園
　　　温水プール
　　　カーミンの観光案内所
　　　町民グラウンド
　　　神崎総合病院

神支

神公

総病

中公
カ

保セ 町グ

プ
は
き

グ

本

13

◦献血
　10:00～
　13:00～

◦人権をたしか
　める日

◦人権啓発講演会
　9:30 ～

◦英会話教室
　（初級）
　19:30～ 中公

◦あやめ学級　   
　教養10:20～
　趣味13:00～
　 中公

◦あじさい学級
　教養10:00～
　趣味13:00～
　  
　�

神公

◦パソコン教室
（初級）　　　
　10:00～
◦映画会

①14：00上映
②18：30上映

◦郡婦人会解散
　式　10:00～
市川町文化センター

中公

◦楽しいお菓子
　づくり教室
　  9:00～　

神公

中公

◦英会話教室
　（初級）
　19:30～

◦高齢大作品展
　～ 27 日

◦古文書教室
　（初級）
　10:00～ 神公

中公

グ

神公

神公
グ

神公

立石　多恵さん　デコパージュ展（２/11 まで　水曜休み　カーミンの観光案内所）

◦健康福祉
　なんでも相談
　９:00 ～ 神支

保セ

神支

神支

神支
本

神支 神支

◦婦人セット健診
　13:00～
◦すくすく相談
　13:30～

総病

神支

グリーンエコー


